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『千と千尋の神隠し』における神々の零落
─ 鏡像・風景の転倒・養老天命反転地をキーワードとして ─
The Downfall of Gods in “Spirited Away”



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































６）アニメージュ編集部編『THE ART OF TOTORO』
徳間書店、一九八八年、p. 18~19。
７）「となりのトトロ」劇場パンフレット、スタジ
オジブリ責任編集『スタジオジブリ作品関連資料
集Ⅱ』スタジオジブリ、一九九六年所収。
８）「となりのトトロ」劇場パンフレット。企画書「と
なりのトトロ」（一九八六年十二月一日）は、宮
崎『出発点』p. 399所収。
９）拙稿「宮崎駿と手塚治虫─〈漫画の神様〉を超
えた漫画映画」（杉野健太郎編『交錯する映画─
アニメ・映画・文学』ミネルヴァ書房、二〇一三
年二月、第二章所収）。
10）中村良夫氏との対談「人・町・国土が元気にな
手塚からの卒業を意図した作品でもあること
を前稿では述べたが16）、成長しないアトムな
どのキャラクターを生み出してきた手塚的世
界観からの卒業が、成長を止められた子供た
ちが成長（老化）することを受け入れていく
という点に示されている。アニメーション史
という観点から見ると、宮崎の『風の谷のナ
ウシカ』や『天空の城ラピュタ』だけでなく、
大友克洋の『AKIRA』にも手塚治虫という
巨匠の生み出した世界観から離れていくとい
う意図が認められ、それが成長物語を描いて
いく八〇年代の流れだったというのが筆者の
見解である。
　『千と千尋の神隠し』はこうした『AKIRA』
を引用しながら、『AKIRA』がそうだったよ
うに、やはり手塚の成長しないキャラクター
の物語を乗り越えていくのである。
◆おわりに
　このように見てくると、本作品は零落した
神々や千尋・ハク・坊が居場所を取り戻すこ
とによって、潜在的な「生きる力」をつかみ
取っていく物語なのだということが分かって
くる。そして、神々の怨念は不思議な町を、
宮崎がこれまで繰り返して描いてきた風景の
転倒や、「養老天命反転地」と同じように、鏡
像のように反転させていることも、確認して
きた。
　元の世界に帰っていく千尋に、ハクは再会
を約束する。名前と名前の縁語関係や「愛の
力」で結ばれた二人であることを考えると、
解決策こそ示されていないが、トトロがサツ
キやメイのおかげで少し力を取り戻したよう
に、零落していた川の神ハクも力を取り戻す
のではないだろうか。
　人間に埋め立てられた川が、いつか復活す
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るために」『明日へのJCCA』一九九八年十月号（宮
崎駿『折り返し点』岩波書店、二〇〇八年所収）。
11）拙稿「『天空の城ラピュタ』の漫画技法─宮崎
駿の手塚治虫批判とジャパニメーションの時代
─」『映画研究』二〇一〇年十二月（インターネッ
ト上にてPDF版も公開中、〈http://jscs.h.kyoto-u.
ac.jp/CinemaStudies2010.pdf〉）、拙稿「宮崎駿と
手塚治虫─〈漫画の神様〉を超えた漫画映画」。『千
と千尋の神隠し』におけるスーパーフラットにつ
いては渡邉大輔「宮崎駿試論「ポストモダン」を
めぐって」『映像研究』二〇〇四年三月に多くを
負っている。
12）『千と千尋の神隠し』製作報告会レポート「宮
崎駿監督、初めて『千尋』を語る」『アニメージュ』
二〇〇一年五月号。
13）宮崎駿監督インタビュー「世界の中に「美しい
もの」は必ずある。それを子供たちに見せたい。」
『アニメージュ』二〇〇一年八月号。
14）拙稿「宮崎駿と角野栄子の『魔女の宅急便』」（刊
行予定）
15）拙稿「宮崎駿、ディズニーからの卒業宣言」『立
教大学日本学研究所年報』二〇一三年七月。
16）拙稿「宮崎駿と手塚治虫─〈漫画の神様〉を超
えた漫画映画」
